
本社所在地：大阪市北区大深町 4番 20号　グランフロント大阪 タワー A 33階

従 業 員 数：単体6672名（連結28,371名)　資 本 金：267億円

事 業 内 容：工業用テープ、偏光板などの光学フィルムなどの製造販売

　日東電工 株式会社

1973年のオイルショックによる影響を
受け、いかなる景気変動にも耐えうる強固な企業体質をめ
ざして多核化を推進しはじめました。
　偏光板やタッチパネルのスイッチの役割をもつ「透明導
電性フィルム」などのエレクトロニクス分野に加え、薬を
皮膚から吸収させ、体内に導くテープ製剤である「経皮吸
収型テープ製剤」などの医療分野や、牛乳・果汁等の濃縮
に使われる「逆浸透（RO）膜」といった膜事業分野に参入
し、さまざまな製品を誕生させました。多くの皆様に長く
愛用されているフロアクリーナー「コロコロ™」が誕生し

たのもこの時期です。
　1974年には、ヨーロッパにおける生産子会社となる、日
東ベルギーを設立。後にベルギー国から、優良企業として
何度も表彰を受けるまでに成長しました。
　1987年には、下水として使用された水や海水を、再び浄
水や工業用水として使えるようできる膜事業の世界的な展
開を図るため、米国・ハイドロノーティクス社を買収して
います。これは初めての海外企業買収でもありました。こ
れをきっかけに膜事業を加速度的に進化させることになり
ました。
　社名を日東電気工業株式会社から、日東電工株式会社に
変更したのも、創立70周年となる1988年のことでした。

2013年、「日東電工」を「Nitto」と表記し、
現在の企業ロゴに変更、2014年には現在のブランドスロー
ガンである「Innovation for Customers」を制定しました。
　2018年に創立100周年を迎えました。これまでの100年
は顧客とともにイノベーションを進め、利便性や世の
中の進化に貢献してきましたが、「お客様」の概念を、
直接の「顧客」だけではなく、さらにその先にある「地球
環境」や「人類・社会」に広げています。環境や人類へ
の 貢 献 を 可 視 化 し、中 で も 特 に 貢 献 度 の 高 い 製 品 を
PlanetFlags™/HumanFlags™（環境・人類貢献製品）とし
て認定するスキームを2022年に策定しました。また、より良
い地球環境を将来世代へ継承していくため、「Nittoグルー
プカーボンニュートラル2050」を宣言し、脱炭素社会の実
現に向けての取り組みを加速させています。

　ESGを経営の中心に置き、Nittoらしい取り組みを通じて、
社会課題の解決と経済価値創造の両立を目指します。新た
な製品・サービスの創出を加速させ、持続可能な地球環境
や人々の健やかで快適な生活の実現に貢献していきます。

Innovation for Customers

ESGを経営の中心に

２０13年 ▶

1989年、顧客奉仕の原点に帰り、ダイナ
ミックな市場変化へのスピーディーな対応を図るため、事
業部制を導入しました。
　また、1996年には、世界的に成長・変化するマーケットを
見極めて、その中のニッチな領域を対象に、グループ固有の
技術・知見の融合により、なくてはならない「製品」「機能」

「ビジネスモデル」を継続的に生み出すことで、世界トップ
シェアを狙う「Global Niche Top™」戦略もスタートしまし
た。2002年には日本で商標登録し、現在も続く経営戦略の一
つとなっています。
　「Global Niche Top ™」製品の例として、小型電子部品の
製造工程で自動化・省人化に貢献する熱はく離シートの

「リバアルファ™」などがあります。
　また、製品だけではなく、偏光板の原反をお客様の工程内
にそのまま持ち込みそこで切断、検査、ガラスまでの貼り合
せを一貫でおこなう新しいビジネスモデル「ロールトゥー
パネル™」を開発。
　知的財産を有効活用し、収益化に繋げる先駆けとなり、

「知財功労賞」受賞など外部からも高く評価されました。

1989年 ▶

事業部制の導入と

「Global　Niche　Top™」戦略

社長室に掲げられている「知・仁・勇」の額培地からの発茸状態

環境・人類貢献製品

コロコロ 経皮吸収型テープ製剤

連載‐第23 回‐Recommended by the president
経営者のおすすめをご紹介します

社長のRecommend
Pick Up！ 今月はおすすめの読書法をご紹介します

音羽電機工業　株式会社　代表取締役社長  吉田　修 氏
●今月のご紹介者

乱読のすすめ

本　　社：兵庫県尼崎市潮江 5-6-20
資 本 金：8,190 万円
事業内容：電源用避雷器、信号回線用避雷器等雷対策製品

の開発・製造・販売、雷対策コンサルティング
ホームページ：https://www.otowadenki.co.jp/

Ｑ１︓吉田社長がお考えの乱読とは
今回、心に残る書物、皆様に推薦する書籍につい

て投稿を、とのご依頼でしたが、これまで本当にた
くさんの本と出合ってきて、なかなか絞り切れず、
自己流ですが、乱読をおすすめしたいと思います。
　乱読のおもしろさは、知らない社会、世界を知る
ことができて、人間味にプラスとなり、話題が豊富
になることです。そして、経営者の立場としても、
さまざまなジャンルの本をたくさん読むことで事業
経営に暖かみが与えられ、人の心を和ませるユーモ
アにつながると考えています。私は、当社の三代目
社長なのですが、本から得た知見をもって存在感を
出せればなと思いつつ、今日に至っています。

Ｑ２︓どのようなジャンルの本がおすすめですか
小説家は情報収集を徹底して行い、その収集した

資料から想像をかきたて、筋書をつくっていきます。
その最たる人が松本清張。収集する膨大な資料は図
書館に匹敵するといわれています。
その意味で、企業小説、社会派小説がおすすめで

す。緻密な取材を通して得られた情報や根気よく集
めたデータをもとに書かれており、読みごたえがあ
り、経営にも役立ちます。詐欺師の手口を知ること
ができたり、甘い話の裏にある危険なにおいに気づ
けたりもするでしょう。
よく読んだのは、その昔なら、清水一行、梶山季

之。サラリーマン小説の先駆けともいわれる、源氏
鶏太も面白かったですね。『明日は日曜日』とか。
清水一行は、実際に起きた経済事件とそれに関

わった人物をモデルに、企業の知られざる実態や事
件の内幕を描く作風が面白く、思わずストーリーに
引き込まれます。梶山季之は、産業スパイや同業者
間の熾烈な競争をリアルに描いており、実在の企業
の内情を垣間見るような面白さがあります。

Ｑ３︓特に印象に残っている作品はありますか
最近ですと、『技術力に勝る日本が、なぜ事業で

負けるのか』『下町ロケット』、この2冊ですね。
前者は、著者の妹尾堅一郎先生を当社の幹部研修

にお招きしました。日本企業がどれだけ先進的で有
益な製品開発をしても、市場を獲得し、利益を手に
するのは決まって海外の企業。なぜ日本は勝てない
のか。内に籠りがちな社員に直接ご指導いただき、
脳天を撃ち抜かれる思いがしました。
シャープAQUOSのデザインで著名な喜多俊之先

生から、同様なことを言われました。「吉田さん、
日本がアジアで№１だと思っているのは日本人だけ。
アジア人は韓国製が1番と思ってますよ」と。

『下町ロケット』は、小さな町工場と巨大企業が
製品開発や特許を巡ってぶつかり合う姿。訴訟や資
金繰りなどの窮地を乗り越えながら、自分たちの製
品がロケットに搭載されることを夢見て、挑戦をあ
きらめないひたむきさ。ものづくりの尊さや技術者
としての矜持が感じられる素晴らしい本です。当社
では社員研修の教科書にしました。
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